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国立研究開発法人科学技術振興機構の概要
（Japan Science and Technology Agency, JST）

※一般勘定、文献勘定、革新的研究開発推進業務勘定、創発的研究推進業務勘定を含む。
※SIP予算、世界レベルの研究基盤を構築するための大学ファンドの創設に係る予算は含まない

■設立年月日：平成15年10月1日

■理事長：橋本 和仁

■役員数：理事長1名､運用業務担当理事1名、理事4名､

監事2名(うち非常勤1名)

■常勤職員数：1457名（令和5年10月1日時点）

■令和5年度当初予算（令和５年度当初予算額）

総事業費 2,175億円 （1,706億円）

運営費交付金 1,005億円 （1,003億円）

国立研究開発法人科学技術振興

機構（JST）は、科学技術・イノベ

ーション基本計画の中核的な役割

を担う機関であり、科学技術の振興

を図ることを目的とする国立研究開

発法人です。

科学技術の振興と社会的課題の解

決のために、国内外の大学・研究機

関、産業界等と連携した多様な事

業を総合的に実施し、社会の持続

的な発展と科学技術・イノベーション

の創出に貢献していきます。

JSTの事業

多様な人材の
育成・支援

社会変革に資する研
究開発戦略の立案と

社会との共創

新たな価値創造の
源泉となる

研究開発の推進

大学ファンドによ
る世界レベルの
研究基盤の構築

科学技術･イノベー
ション基盤の強化

社会変革に資する
研究開発による新た
な価値創造の推進
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1. JST産学連携事業について
2. 可能性検証について

3. 新しい技術シーズとのマッチング
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1. JST産学連携事業について

4



行政機関（補助金等）

ＪＳＴ（産学連携研究開発費）
↑ マッチングプランナーが活用支援

「企業の新製品開発」
（さまざまな側面・枠組み）

経営的な側
面

・製品戦略
・事業判断
・市場分析/

マーケッティ
ング

・販路開拓

財務的な側
面

・資金調達
・財務計画

開発的な側
面

・設備投資
・技術開発

蓄積技術の活用
・既存製品の改良
・製品群の拡充

新たな技術的挑戦
・新製品のための
ブレークスルー
・新分野への挑戦
・顧客要望対応・・・

商工会議所/商工会

金融機関

中小機構
産業支援財団

地域の研究機関
・大学
・高専
・公設試・・・

全国の研究機関
↓

JSTがお手伝い
！

マッチング
共同開発

※ 地域担当マッチングプランナーが、各機関と密に連携して対応
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マッチングプランナーの業務

マッチングプランナーは、
産学連携による技術開発を行う
企業と研究者の間に立ち、
両者のマッチングから
円滑な関係の構築、
適切な支援メニューの助言や
活用支援等を行う、
JSTが雇用する専門人材です。
全国５拠点で活動しています。

◎企業ニーズに基づく研究成果活用への助言
◎各種支援制度の提案/応募の支援
◎採択課題の推進支援と、次の展開に向けた助言

◎ニーズを解決できるシーズを全国から探索
◎大学等との連携の橋渡し
◎実用化に向けた産学連携体制の支援

企業の皆様へのご支援

研究者の皆様へのご支援

◎JST内外の支援制度の提案/事業説明・個別相談対応
◎産学連携プロジェクト推進への協力
◎研究成果広報機会の提供

（プレスリリース、新技術説明会等）

支援人材の皆様へのご支援
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★お問い合わせ先
・地域イノベーションG e-mail: mp@jst.go.jp
・青柳 重夫： e-mail: shigeo.aoyagi@jst.go.jp

mailto:mp@jst.go.jp
mailto:shigeo.aoyagi@jst.go.jp


2023年度 産学連携事業の概要
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2023年度 事業・プログラム一覧と予算額
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産連事業（A-STEP、START、基金事業）の変遷



2. 技術移転支援について
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研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）

START等の起業支援メニュー、NEDO等他省庁の事業

大学等で生まれた科学技術に関する研究成果を国民経済上重要な技術として実
用化することで、研究成果の社会還元を目指す技術移転支援プログラム

基
礎
研
究

可能性を見定める

開
発
本
格
化

市
場
投
入

産学共同 育成型

可能性検証

産学共同
本格型

実装支援（返済型）

市場への出口を作る

トップサイエンス研究者や
尖った基礎研究シーズを
産学連携に誘導

⚫ 2023年度は、大学発新産業創
出基金事業 にて実施。

⚫全国各地の多様な研究者や
シーズ、ニーズを発掘

⚫大学等の成果に基づくスター
トアップ等の創出も視野に入
れた実用化の可能性も検証。

共
同
研
究
体
制
の
構
築

技術を確立する

中核技術の構築
を目指す

ベンチャー企業
等による実用化
開発



A-STEPの支援内容（2023年度）
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※1 研究開発費は間接経費を含みます。

支援メニュー
産学共同 実装支援

（返済型）育成型 本格型

目的・狙い

社会課題解決等に向けて、大学等

の基礎研究成果を企業との共同研

究に繋げるまで磨き上げ、共同研

究体制の構築を目指す。

社会課題解決等に向けて、大学等

の基礎研究成果を企業と大学等の

産学共同研究により可能性検証・

実用性検証し、中核技術の構築を

目指す。

大学等の研究成果（技術シーズ）

の社会実装を目指し、ベンチャー

企業等が実用化開発を行う。

課題提案者 大学等の研究者 企業と大学等の研究者 ベンチャー企業等

対象分野 特定の分野を指定せずに幅広く募集。ただし医療分野は対象外。

研究開発期間 最長3年度 最長5年度 最長3年間

研究開発費※1 上限1,500万円（年額）
初年度は上限750万円

上限5,000万円（年額）
初年度は上限2,500万円

上限5億円（総額）

資金の種類 グラント マッチングファンド

返済型

事後評価がS,A,B評価の場合：

開発費全額を返済

事後評価がC評価の場合：

開発費の10％を返済



本格型の目的・狙い
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⚫ 目的

社会課題解決等に向けて、大学等の基礎研究成果を

、企業と大学等の産学共同研究により可能性検証・

実用化検証し、中核技術を構築することが目的。

具体的には、社会的・経済的なインパクトに繋がる

ことが期待できるイノベーションの創出に向け、科

学技術の知見に基づいた、中核となる技術の構築、

或いは中核技術の構築に資する成果を得ること。

⚫ 狙い

本格型による支援終了後には、得られた成果を基に

、企業において実用化に向けた研究開発を継続して

いただくことで、科学技術イノベーションの創出や

、SDGs等の国際的な目標達成への貢献、社会的・経

済的な波及効果の創出を期待。



2023年度公募の概要・結果
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支援メ
ニュー

募集期間 採択予定件
数

応募数 採択数 倍率
開始 締切

育成型
2月21日
（火）

5月11日
（木）

45課題程度 532件 49件 10.9

本格型
2月21日
（火）

4月20日
（木）

15課題程度 94件 17件 5.5

支援メ
ニュー

2020年度 2020年度追加※1 2021年度 2022年度

応募 採択 応募 採択 応募 採択 応募 採択

育成型 692 80 231 44 - - 503 45

本格型 194 36 - - 112 18 113 18

※1 2020年度補正予算にて実施。

【参考】過去の応募・採択状況
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※本資料は概算要求時点での文部科学省資料の引用であり、必ずしも上記内容で令和6年度スキーム見直しが確定していくとは限らない。



お問い合わせ先
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お問い合わせ内容 お問い合わせ先

⚫ 産学共同（育成型、本
格型）に関すること

⚫ A-STEP制度全般につい
て

スタートアップ・技術移転推進部
研究支援グループ
a-step@jst.go.jp

⚫ 実装支援（返済型）に
関すること

スタートアップ・技術移転推進部
実装支援グループ
jitsuyoka@jst.go.jp

A-STEPウェブサイトのお問い合わせフォーム
https://www.jst.go.jp/a-step/inquiry/index.html
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実装支援（返済型）
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3. 可能性検証支援について
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可能性検証
大学発新産業創出基金事業での実施

スタートアップ・エコシステム
形成支援事業

産学共同（育成型）

ディープテック
国際展開支援事業

産学共同（本格型）

実装支援（返済型）

2022年度 202３年度

可能性検証

トライアウト 300万円/2年度

企業等連携 300万円/2年度

起業挑戦  600万円/2年度

202４年度

大学発新産業創出基金事業

トライアウト
A-STEP

研究成果展開事業

2024年度以降
については未定

ご注意

決まりましたら、
随時ホームページ等で
ご案内いたします

大学等発スタートアップ創出力の強化
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2023年度 可能性検証について

提案内容

研究開発体制

研究開発期間

研究開発費

資金の種類

対象分野

起業を検討する提案 既存企業への技術移転を検討する提案

1年（2023年10月～2024年9月）または、1.5年（2023年10月～2025年3月）

起業挑戦 企業等連携支援メニュー

グラント

実用化の可能性を判断し、それに向けた本格的な研究開発に移行することで、
科学技術イノベーションの創出や、社会的・経済的な波及効果の創出を期待

大学等の研究成果について企業等との連携による実用化や起業に挑戦できる可能性を検証
するための試験研究を支援

目的

狙い

社会的・経済的なインパクトに繋がることが期待できるイノベーションの創出に向け、幅広い分野からの研究開発
提案を対象としています。

医療分野の研究開発は国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）が担っているため、
【企業等連携】では、原則として募集の対象外となります。

６00万円（総額・上限・間接経費込）

・ 研究代表者
・ 支援人材
・ 企業担当者

２者必須 ３者による
応募も可

・ 研究代表者
・ 支援人材
・ 企業担当者

３者必須

特許調査、競合調査、市場調査、試作品による
ユーザー評価などプレマーケティング等の
費用も支出可能

研究開発期間中に当初から変更して起業の
検討を行うこととなり、JSTが認めた場合には、
最大総額600万円まで増額可能

300万円（総額・上限・間接経費込）

特定の分野を指定せずに幅広く募集します
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社

会

課

題

解

決

等

START

A-STEP

他事業

企業内開発

起
業
、
技
術
移
転
な
ど

研究代表者
大学等

（研究成果）

支援人材
コーディネーター

スタートアップ支援者
URA など

ニーズ元
企業等

(必要に応じて)

社
会
や
産
業
界
の
課
題
等

起 業 挑 戦

企業等連携

可能性検証

マッチングプランナー（MP）

提案掘り起こし
応募相談

終了後の
フォロー

ハンズオン支援

プログラムの流れ

全国各地の研究者やシーズの発掘
研究開発サポート
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2023年度のスケジュール ・ 応募/採択課題数

2023年度 2024年度

公 募
4月4日～5月25日 選 考

5月下旬～8月下旬
研
究
開
始

10月1日

2024年
9月

2025年
3月

起業挑戦

企業等連携

合計

応募数

261

346

607

採択数

４９

６６

１１５

倍率 5.3 国立大学

私立大学

公立大学

高等専門学校

独立行政法人

地方公共団体など

73

１８

14

３
３ ４

採択課題のシーズ元機関別割合

採択数
１１５

研究開発期間が
１年の場合

研究開発期間が
１.5年の場合



25

お問い合わせ・その他

e-mail: mp@jst.go.jp

マッチングプランナーの詳細については、以下をご参照ください

大学発新産業創出基金事業Webサイト

https://www.jst.go.jp/program/startupkikin/

可能性検証の来年度の実施につきましては、現在未定です。
決まりましたら、以下のホームページなどでお知らせします。

https://www.jst.go.jp/a-step/outline/tryout_mp.html

お問い合わせはこちらまで



4. 新しい技術シーズとのマッチング
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大学見本市 イノベーション・ジャパンのご紹介
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大学見本市2023～イノベーション・ジャパン

名 称：大学見本市2023～イノベーション・ジャパン

日 程：2023年8月24日（木）～8月25日（金）2日間
 10:00～17:30 10:00～17:00

主 催：国立研究開発法人科学技術振興機構

共 催：内閣府、文部科学省

後 援：経団連、経済同友会、日本商工会議所、東京商工会議所

会 場：東京ビッグサイト（東京都江東区有明3丁目11番1）
 南展示棟 南1ホール

入場料：無料 ※入場は来場登録制

展示内容：大学等シーズ展示（270小間程度）
研究者プレゼンステージ、セミナー、ムーンショット展示 他

併催事業：大学発ベンチャー表彰2023表彰式
  ムーンショット型研究開発制度 合同シンポジウム

～「ムーンショット×ムーンショット」で生み出す破壊的イノベーション～

参加者：スタートアップ支援・共同研究希望企業の研究開発担当者・経営者、
   学校関係者等、その他オープンイノベーション及び産学連携に興味のある者 等

公式サイト：8月1日（火）よりオープン、事前来場登録受付開始

4年ぶりの展示場での対面開催となります。
ぜひ現地でご参加ください！！
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新技術説明会   
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詳しくは・・・・
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御参考
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令和４年度補正予算「中小企業イノベーション創出推進事業費補助金」
(農林水産省) 

御参考

32

Ａ新たな育種技術を活用した画期的な農畜林水産物の開発・実証
Ｂ品種開発力を強化するスマート育種事業の実証
Ｃ農作業の自動化・効率化のための革新的スマート農業技術・サービスの開発・実証
Ｄ温室効果ガスの削減等に資する農業技術実証
Ｅ新たな飼料及び増産機械の活用等による革新的国産飼料生産・流通・利用技術の実証
Ｆスマート技術を利用した画期的畜産技術の実証
Ｇ林業の自動化・遠隔操作化等に向けたスマート技術の実証
Ｈ林産物高度利用の社会実装に向けた技術実証
Ｉ持続可能な養殖業の発展に向けた魚粉代替原料の開発・実証
Ｊ資源評価・管理から生産・加工・流通に至る革新的スマート水産技術の開発・実証
Ｋ日本産農林水産物・食品の輸出を加速化する生産・流通システムの開発・実証
Ｌ穀物の新規需要を創出する製造技術の実証
Ｍ食品産業において活用するスマート技術の開発・実証
Ｎバイオ技術等（フードテック）の実証を通じた新しい食品・飼料の開発・実証

募集期間：8月25日～10月6日    採択先公表 2023年11月中旬

・事業実施期間：2027年度末まで
・学術機関等への委託可能

https://sbir3.jataff.or.jp/koubo/R5/1.html

https://sbir3.jataff.or.jp/koubo/R5/1.html

・2023年度採択結果
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ご清聴有り難うございました
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